
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 令和4年5月24日
送信先： report@r-ict-advisor.jp 派遣決定番号 026K

報告回次 1日目

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 朝長　則男

担当者部署 連絡先電話番号 0956-37-6112

担当者役職 係長 担当者氏名 鳥本 連絡先E-mail

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー

評価

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

３－１． 派遣日予定日（申請書より） 支援内容（申請書より） 期日・支援内容の変更あり WEBでの手続き日 受付番号

対応日・時間 令和4年5月23日 事前打合せ(オンライン) 有 令和4年5月20日 16

実施した派遣日 実施した支援内容 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分）

令和4年5月23日 事前打合せ（オンライン） 11時00分 12時00分 0

活動時間（分） 60

３－２． 会場名 最寄駅 佐世保駅

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 バス・タクシー

４.報告書に関しての地域情報化アドバイザーホームページ「派遣事例」への掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

6 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

具体的な成果物

857-8585　長崎県佐世保市八幡町1-10

森戸　裕一

大変よい

本日参加者全員で本市のＤＸ戦略を確認し、広範囲に渡って課題に対するＤＸの取組みを実施することが予定されていること
から、これらのことを事業者が認識し、既存概念で受注に向けた動きをお互いが取るのではなく、新たなことへの挑戦と思っ
て行政も事業者も情報提供と情報収受しなければならないことに気付かされたからである。

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

記

佐世保市

観光商工部

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

令和４年度　地域情報化アドバイザー制度活用報告書

昨年度から当事業を活用して取組んでいる「地域全体のＤＸ化」について、事業者は情報を収集した
だけで終わってしまっているため、改めて今何をするべきなのか、何が出来るのか考えてビジネス
チャンスと捉えきれていない状況である。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

人数

支援専門員、市役所職員

○掲載可

佐世保市産業支援センター

佐世保市松浦町5-1

アドバイザー
への要望事項

無し

https://www.r-ict-advisor.jp/cases-case-
good_practices/past_year_all_houkoku/

最も当てはまるものをリストより選択下さい。

先ずは地域の課題を知るために、行政が作成した「ＤＸ戦略」を確認し、事業者は自分の課題として
認識し、その取組みを事業者のビジネスに結び付けていくことを考える必要がある。事業者は、既存
事業の継続だけを考えず、何か新たなことに取り組むことがDXである。

本市が今年度実施予定のDXに関する事業が見え、現時点の課題が理解できたので、今後2回開催す
る事業者向けのセミナーについて、行政の変化に付いていくこと、またそれが新たな事業展開（ビジ
ネスチャンス）であることを理解してもらうきっかけ作りが必要。

事業者に気付きを与えるためのワークショップ開催に向け、残りの２回をどのように運営するのか決
めることができた。（第２回目は第３回目のワークショップ参加に向けた、キックオフイベントとし
て開催し、グループ作りが出来るように事業者への呼び掛けに注力すること。）

⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない

事前打ち合わせであるため、目標は共通認識として持つことは出来ている。
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改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

最も当てはまるものリストより選択下さい ①予算は確保済みであり、年度内に推進する

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

今回は事前打ち合わせのため実施していない。

申請時と同じ日程で残り２回を実施するが、確定ではない。支援機関の巻き込みについても検討した
い。


